特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　７月１４日　３６４号
サツマイモ苗262本が元気に発育　黒豆も発芽194株
6月24日に植え付けたサツマイモの苗は26２本が元気に生育を続けています。成長の早いものは茎が40cmぐらいに伸びて葉が3～5枚になっています。畝はかなり乾いているのですが、夕立等の一時雨によって水分の補給は順調のようです。7月4日に種をまいた黒豆も順調に発芽しています。ほとんどが双葉から更に伸び始めています。発芽した物は194株でそれぞれ二本の茎がしっかりと育っています。黒豆は雑草対策をしっかりとりいれたので心配は無いのですが、サツマイモ畑は雑草がしっかりと成長し始めてきています。サツマイモ君負けるなと応援しています。蔓が伸びてしっかり葉をつけられるまで、しばらく手がかかるのではないでしょうか。

魚とり13日現在・400人。申し込みが殺到　
チラシの配布が始まって早くももう明日が締め切り日となってきました。13日現在の参加申し込み人数は400を突破しています。莫大な参加希望者の中で100人の合格者を決めて、不合格者にはいち早く結果を知らさなければなりません。小学校1年生になったばかりの子どもさんに非常に冷たい仕打ちとなってしまい、催者として大変心苦しい時となります。例年になく早く梅雨が明けて、暑い真夏の日差しが差し込んできます。雨量が今後どうなるのだろうかと気になっています。約１週間が経過すると増水していた木津川の水量が減少し魚にとって厳しい条件となります。残り10日後の状況が心配です。期待されている皆さんには申し訳ありませんが、下の浜樋門の改修工事が行われて魚とりには不適格な環境のように見られます。本日の事務局会議では、スローロープによる救助体験、水質検査体験等に挑戦して戴こうと準備しています。例年行ってきている投網の練習も行います。夏休みの初めての日曜日みなさんのお越しをお待ちしています。
上狛クリーン作戦ジャンボタニシ駆除45人で行う。　スクミノン散布で激減
地元の皆さんが約半分を占める取組でした。数年前から福井さんがレンジャーとして取り上げ広く呼掛け、水質調査も併せて行う等川の環境調査として実施してきました。行政からの職員の参加も増えて、関心が高まってきています。熱心な子ども達の最後までの歓声が響き緑の濃くなった田んぼで元気に駆除作業をしました。今年からクスミノンと言うジャンボタニシ駆除に大変よく効く農薬がかなり広範囲に散布され、最盛期に比べて1/10に激減していました。農薬の威力に改めて驚きました。観察しますとジャンボタニシは粒状物にどんどん集まってきますが、在来タニシやニナカイは敬遠して避けるように離れてゆきます。魚にはどうなのかはまだ状況把握が出来ていません。
地域で考えよう防災　木津川防災倉庫で管理の防災機器の展示

　 eq \o\ac(○,1)衛星への通信車 eq \o\ac(○,2)土嚢製造車 eq \o\ac(○,3)クレーン投光機車に加えて　　　　　　　　 eq \o\ac(○,4)起震車の展示が決定
東日本地震を体験可能か　　参加申し込み締切8月10日必着
これまで　木津川市、城陽市、八幡市で開催してきましたが、今年は京田辺市の田辺東小学校で開催します。夏休み前に木津川沿川の各小学校の協力が得られて全校生徒に案内チラシが配布されました。その時には起震車の参加が見込まれませんでしたが、京田辺市のふるさと安心課や京田辺市消防本部の尽力があって、京都南部地域で使用と予定があったところ、午前中は京田辺市で使用させていただきたいとの粘り強い努力をいただいて、急遽午前中のみですが、派遣して戴くことが実現しました。東日本大震災の発生、又東南海・南海大地震の発生は真近かに迫っているとき今回の防災を考える取り組みは非常に有意義だと思います。洪水体験　流水歩行体験　水没ドア開閉テスト体験、水害体験談等、日常では滅多にない体験が出来るまたとない機会です。是非多くの皆さんにご参加を案内してあげてください。
田中元洋さん防賀川植樹のイラスト完成
水曜日に話合って、土曜日には子どもたちと一緒に予定コースを歩いて、自分の肌に感じた景色を生かして、イラストを作成して戴きました。近鉄興戸駅を出発して新307号線までの防賀川堤に桜（仮に）の植樹を進め、そのまま北に進み旧307号線を越え田辺高校、川の親水広場、等を眺め、東小学校を西に折れて近鉄新田辺駅までの散策コースのマップが案として出来上がりました。
この第1原案をたたき台にして沿川諸団体や有志の皆さんにご参集いただき、防賀川の活用と管理に関してワークショップ形式でふるさとの新しい遺産プロジェクトについてご検討いただき、みんなで作り上げて行きたいと思います。同じ形式で尾根筋ハイキングコースの充実についてもワークショップを取り入れ、住民主人公の取り組みが出来ればと考えています。
カワラナデシコに出会って下さい
木津川の代表的な花の一つにカワラナデシコがあります。里山の会のスタンプラリーにはオオムラサキとカワラナデシコを使っています。またこの花は京都府の花にもされているものです。世間では一般的に見られなくなってきたといわれています。かつての木津川堤防では一面に咲き揃い、見事な景色を醸し出していました。所が草刈り機により全面的に刈り取られてしまって今日ではその美しい景色になかなか出会う事が出来なくなりました。しかし、ところどころで　草刈り作業の遅れた場所では今が最盛期と見事に競っています。ほんの少しの間だと思いますが、一度堤防を散策して下さい、今ならきっと可憐な花に出会うことが出来ます。
第15回里山講演会　講師決まる
正しく知って、正しく怖がり、正しく対処しよう

8月28日（日）午後1時30分より　京田辺市社会福祉センター

福島原子力発電所で何が起きているか　京都南部では大丈夫か？
皆さんの質問にもお答えいただきます。多くの方々のお越しをお待ちしています。

講師　市川章人 氏　府立高校非常勤講師　（京都大学理学部　原子物理学専攻）
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/


















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

